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 福岡大学病院形成外科で 2012 年 1 月から 2017 年 1 月までに腱膜性眼瞼下垂症に対し
挙筋前転術を施行した患者 22 名、44 眼を対象とした。男性 1 名、女性 21 名、平均年齢





に筋腱移行部から同遠位 6mm の間で決定した。 











時、⑥術後 3 カ月、⑦術後 9 カ月の 7 時点とした。上眼瞼位置は正面視と上方視の写真
を測定し、眉毛位置は、正面視での写真を用いて計測した。 
 次に、患者を術前の眼瞼下垂の重症度別に group 1(UEP≧70%)、group 2(60%≦UEP＜70%)、





 正面視での術前座位の UEP は、平均 67.3±11.4％であったのに対し、臥位では、63.4
±11.8％と有意に下がった。UEP は、挙筋腱膜固定により 81.0±9.8％まで有意差を持っ
て著明に挙上した。手術終了時には 78.5±11.7％とわずかに下がった。術後 3 ヵ月時で
は、UEP は 81.2±8.8％と最も高い値を示し、術後 9 ヵ月時には 79.4±7.7%とわずかに下
降する傾向を示した。術前座位での UEP に比べ、腱膜固定時、手術終了時、術後 3 カ月
時、術後 9 カ月時の UEP は、いずれも有意に挙上していた。 
 上方視での上眼瞼位置は、術後 9 カ月時において術後 3 カ月時と比べ有意に低下した
以外は、正面視と同様の傾向を示した。 
2. 眉毛位置(EBP)の経時的変化 
 術前の EBP は、平均 255.5±40.4％であった。臥位では 257.0±35.3％となり、差を認
めなかった。EBP は、腱膜固定後 235.7±24.7％まで有意に下降し、その後、術後 3 ヵ月
時（231.3±26.7％）、術後 9 ヵ月時（230.0±225.0％）と徐々に下降した。 
3. 下垂程度と術中、術後眼瞼位置変化の比較 
 Group1(軽度)が 17 眼、Group2(中等度)が 15 眼、Group3(高度)が 12 眼であった。腱膜
固定時はどの群も UEP は著明に改善し、3 群の間で有意差はなかった。しかし、Group 3
は、Group 1 に比べ、腱膜を固定した時点と比べ術後の後戻りの程度が大きかった。この
傾向は、正面視と上方視の両方でも認められた。なお、術前と術後 9 か月時の改善の幅は、
Group 3, Group 2, Group 1 の順番で大きかった。 
 
【結論】 














































Q: 測定法について、本ソフトを用いた評価法は従来の MRD1 と比較したデータはあるの
か。 















Q: 角膜輪は楕円形で縦径と横径は 1 mm 異なるといわれているが、実際に測定して角膜
輪はやはり楕円形のことが多いのか。 
A: 当初、正円形の計測ソフトを用いていたが、実際の角膜輪と適合しなかった。そこで、





















Q: 今回は術後 9 か月を最終結果としているが、長期結果として再発はあるのか、術後 9
か月を最終結果とするのがよいのか。 
A: 実際の臨床では最低 1 年は経過観察を行っており、術後 1 年のデータも取っている。
数年経過をみていると長期経過では徐々に緩やかに眼瞼が下がってはくるが、術後














の 5 mm 程頭側に位置するという報告はあるが、眉毛位置は個人差が大きく、一概に
はいえない。 
 
 
審議の結果、本論文は、学位論文に値すると評価された。 
 
 
 
 
 
 
  
 
